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績
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は
じ
め
に

三
0
年
代
前
半
の
小
品
文
運
動
は
、
明
末
公
安
派
・
党
陵
派
の
散
文
を
範
に
と
っ
て

進
め
ら
れ
、
左
翼
文
芸
作
品
と
は
対
照
的
な
犠
細
な
筆
法
に
よ
っ
て
知
識
人
層
か
ら
強

い
支
持
を
受
け
た
。
運
動
の
盟
主
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
雑
誌
『
論
一
諦
』
・
『
人
間

世
』
の
主
編
た
る
林
語
堂
と
一
言
う
べ
き
だ
が
、
運
動
理
念
の
基
本
的
枠
組
み
を
提
供
し

た
の
は
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
（
三
二
年
九
月
刊
）
の
著
者
周
作
人
で
あ
っ
た
。
同
書

は
、
三
二
年
二

1
四
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
輔
仁
大
学
で
の
学
術
講
演
の
筆
記
録
で
、

中
国
文
学
の
歴
史
を
「
即
興
的
な
か
一
言
志
u

と
教
条
的
な
か
戟
道
e

と
の
対
践
的
傾
向

の
交
替
の
繰
り
返
し
」
と
し
て
描
き
出
し
た
斬
新
き
で
今
日
も
な
お
少
な
か
ら
ぬ
意

昧
を
持
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
当
時
の
小
品
文
運
動
に
最
も
大
き
な
影
響
を
持
っ
た

の
は
、
五
四
時
期
の
文
学
革
命
の
主
張
が
明
末
公
安
派
の
主
張
「
独
仔
性
霊
、
不
拘
格

套
」
の
復
活
だ
と
し
、
両
者
を
言
志
派
と
位
置
づ
け
た
観
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
林
語

堂
は
同
書
読
了
直
後
に
、
「
現
代
散
文
の
源
を
明
末
公
安
、
党
陵
派
に
求
め
、
鄭
板
橋
・

李
笠
翁
・
金
聖
嘆
・
金
良
・
哀
枚
諸
人
を
こ
の
派
に
含
め
、
現
代
散
文
の
祖
先
と
考
え

る
」
（
「
新
旧
文
学
ジ
周
作
人
に
強
い
共
感
を
示
し
て
お
り
、
小
品
文
運
動
へ
の
影
響

が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
運
動
の
副
産
物
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
明
末
小
品
文
プ

l
ム
で

あ
り
、
そ
の
影
響
は
今
日
の
公
安
派
研
究
者
に
も
及
ん
で
い
る
。

周
作
人
と
明
末
文
学

こ
う
し
た
小
品
文
運
動
に
対
し
、
魯
迅
「
小
品
文
的
危
機
」
に
代
表
さ
れ
る
批
判
の

声
が
三
三
年
頃
か
ら
高
ま
る
。
「
小
品
年
」
と
さ
え
称
さ
れ
た
三
四
年
に
発
表
さ
れ
た

周
作
人
の
打
油
詩
（
戯
れ
う
た
）
「
五
十
白
寿
」
へ
の
批
判
も
、
そ
の
流
れ
の
中
で
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
魯
迅
は
曹
衆
仁
宛
の
書
簡
で
「
周
作
人
の
白
寿
詩
に
は
世
間
を

風
刺
す
る
意
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
「
か
か
る
徴
辞
で
は
い
ま
の
若
い
人
に
は

通
じ
な
い
」
と
批
判
し
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
洩
ら
し
て
い
る
。

こ
れ
（
打
油
詩
批
判
一
小
川
）
ま
た
「
古
よ
り
こ
れ
あ
り
」
、
文
人
美
女
は
亡
国

の
責
め
を
負
う
べ
き
で
あ
る
の
で
、
近
ご
ろ
で
は
国
が
亡
び
よ
う
と
す
る
の
を
感

A
6

－
 

じ
た
人
が
、
責
任
を
清
流
と
か
世
論
に
お
し
つ
け
て
お
り
ま
す
。

文
中
傍
線
部
に
つ
い
て
、
『
魯
迅
全
集
』
（
一
六
巻
本
）
注
記
で
は
、
「
明
末
の
士
大
夫

の
矯
激
卑
下
お
よ
び
そ
の
国
を
誤
っ
た
罪
状
」
と
題
す
る
文
章
に
よ
っ
て
魯
迅
の
言
を

裏
付
け
て
い
る
。
小
品
文
批
判
や
周
作
人
の
打
油
詩
へ
の
批
判
と
同
列
と
は
見
な
せ
な

い
も
の
の
、

明
末
に
な
ぞ
ら
え
て
現
代
の
文
学
者
を
批
判
す
る
風
潮
が
少
な
か
ら
ず
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
情
況
を
在
北
平
（
北
京
）
の
周
作
人
も
鋭
く

感
じ
と
っ
て
い
た
よ
う
で
、
翌
三
五
年
「
関
子
苦
茶
」
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

昨
年
春
、
た
ま
さ
か
作
っ
た
二
首
の
打
油
持
が
思
い
が
け
ず
引
き
お
こ
し
た
上

海
で
の
騒
動
は
、
お
お
か
た
今
年
の
所
謂
中
国
本
位
文
化
宣
万
一
向
に
も
匹
敵
し
よ
う

が
、
異
な
る
の
は
、
前
者
（
灯
油
持
一
小
川
）
を
皆
が
亡
国
の
音
と
考
え
た
の
に

対
し
、
後
者
（
中
岡
本
位
文
化
百
三
一
小
川
）
は
と
い
え
ば
、
「
国
家
、
将
ニ
興
ラ

ン
ト
セ
パ
必
ズ
禎
祥
ア
リ
」
と
み
た
点
で
あ
る
。

自
明
的
ユ
ー
モ
ア
を
含
ん
だ
一
言
葉
だ
が
、
魯
迅
が
指
摘
し
て
い
た
「
亡
国
の
責
め
」

を
文
人
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
風
潮
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
無
論
、

小
品
文
批
判
や
打
油
詩
批
判
と
異
な
り
、
周
作
人
へ
の
直
接
の
批
判
の
所
在
を
確
か
め

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
明
末
の
文
人
を
評
価
す
る
周
作
人
に
と
っ
て
は
無
視
で
き
ぬ

風
潮
で
あ
っ
た
ろ
う
。
打
油
詩
と
同
じ
三
四
年
に
発
表
さ
れ
た
「
重
刊
『
裳
中
郎
集
』

八
九



序
」
で
も
「
亡
国
之
音
」
と
い
う
批
判
へ
の
反
駁
を
意
識
し
て
書
い
て
い
る
ほ
か
、
そ

の
後
も
何
度
か
言
及
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
三

0
年
代
前
半
期
に
お
け
る
明
末
文
学
へ

の
関
心
の
意
味
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
周
作
人
の
明
末

文
学
へ
の
関
心
の
検
討
を
通
し
て
、
二

0
年
代
半
ば
か
ら
三

0
年
代
前
半
ま
で
の
周
作

人
の
文
学
観
の
連
続
性
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

－
「
亡
国
之
音
」

へ
の
反
駁

「
『
嚢
中
郎
集
』
序
」
は
、
民
国
期
の
桐
域
派
文
人
が
公
安
派
を
批
判
す
る
一
節
「
明

末
の
詩
文
派
も
公
安
・
党
陵
に
至
る
と
妖
妄
変
幻
の
極
み
と
言
う
べ
き
で
、
亡
国
の
音

と
は
こ
う
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
」
に
見
え
る
「
亡
国
之
音
」
に
反
駁
を
加
え
た
も
の
で

お
〈
り
な

あ
る
。
そ
の
結
ぴ
で
「
私
は
公
安
派
で
は
な
い
が
、
亡
国
の
音
と
い
う
誼
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
い
の
も
時
節
で
あ
り
、
運
命
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
や
は
り
魯
迅
の
昌
一
守
ヲ

2
L
国
の
責
め
」
を
意
識
し
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
亡
国
之
音
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
周
作
人
は
そ
の
典
拠
で
あ
る
『
礼

記
』
楽
記
第
十
九
を
引
い
て
論
じ
る
。

『
礼
記
』
楽
記
を
調
べ
る
と
、
日
く
、
「
亡
同
ノ
背
ハ
、
哀
シ
ミ
テ
以
テ
思
フ
、

〈
る
L

其
ノ
民
困
メ
バ
ナ
リ
。
」
孔
穎
達
疏
日
く
、
「
亡
凶
ト
ハ
将
ニ
滅
亡
セ
ン
ト
欲
ス
ル

国
ヲ
謂
フ
。
音
ノ
悲
哀
愁
思
ス
ル
ヲ
楽
ム
ト
ハ
、
亡
同
ノ
時
民
心
哀
忠
シ
、
故
ニ

音
亦
タ
哀
忠
セ
ル
ヲ
楽
ム
ヲ
三
フ
。
其
ノ
入
国
苦
セ
ル
故
ニ
由
ル
ナ
リ
。
」

続
い
て
「
桑
問
、
澱
上
ノ
青
、
亡
国
ノ
背
ナ
リ
。
」
と
い
う
一
節
も
引
き
、
こ
の
筒
所

に
つ
い
て
鄭
注
が
「
亡
国
ノ
音
」
を
「
康
勝
之
楽
」
と
す
る
説
も
紹
介
す
る
が
、
や
は

り
経
文
自
体
を
信
じ
て
「
哀
シ
ミ
テ
以
テ
忠
フ
」
の
説
を
採
っ
た
方
が
ょ
い
と
結
論
づ

け
る
。
そ
し
て
、
「
中
郎
の
文
章
に
は
『
悲
哀
愁
思
ス
ル
』
部
分
が
あ
る
と
三
つ
で
も
、

も
と
よ
り
構
わ
な
い
の
だ
か
ら
、
『
亡
国
ノ
苛
」
」
と
・
1
H
え
る
か
も
し
れ
ぬ
。
」
と
述
べ
、

九
0 

そ
の
「
悲
哀
愁
思
ス
ル
」
感
情
の
例
と
し
て
、
『
詩
経
』
国
風
「
兎
愛
」
を
挙
げ
、
次
の

ょ
う
に
弁
護
す
る
。

こ
う
し
た
感
情
は
明
末
の
人
々
の
心
に
は
大
抵
普
遍
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

ζ
ひ

ね

が

ほ

い

う

ご

少
叫
剛
剥
州
川
州
制
劇
も
実
は
償
潜
の
一
種
で
、
「
向
ク
ハ
諜
ネ
テ
耽
ク
無
ケ
ン
」

（
「
兎
愛
」
の
一
節
で
、
「
悩
み
多
き
時
代
に
生
ま
れ
、
目
覚
め
て
い
れ
ば
心
配
ば

か
り
で
、
ど
う
か
寝
て
動
か
ず
に
い
た
い
」
の
意
一
小
川
）
の
意
味
な
の
だ
。

そ
れ
故
、
外
国
の
隠
逸
と
異
な
り
、
中
国
の
隠
逸
は
政
治
的
で
あ
る
と
説
明
し
、
『
論

理
問
』
で
よ
漂
白
タ
ル
者
、
天
下
皆
ナ
是
レ
ナ
リ
。
而
シ
テ
誰
ト
以
ニ
カ
コ
レ
ヲ
易
エ
ン
」

と
乱
世
を
改
め
る
徒
労
を
孔
子
に
語
っ
た
隠
者
を
例
に
挙
げ
る
。
こ
の
隠
者
も
明
末
の

人
々
と
同
じ
く
表
面
的
に
は
「
閑
適
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
現
実
社
会
に
対
す
る

「
憤
滋
」
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
明
末
の
世
情
に
対
す
る
見
解

は
、
「
五
十
白
寿
」
へ
の
評
語
と
響
き
合
う
も
の
が
あ
る
。
評
語
と
は
畢
克
本
人
以
外
の

言
辞
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
以
て
周
作
人
自
身
が
両
者
に
同
質
の
心
情
を
認
め
て
い
た

か
否
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
先
に
引
い
た
魯
迅
の
評
語
以
外
に
も
「
幽
閑
に
沈

痛
を
寄
せ
る
」
（
林
語
堂
）
や
「
燃
え
さ
か
る
炎
が
今
も
冷
た
い
灰
の
底
に
あ
る
」
（
曹

緊
仁
）
等
、
現
実
へ
の
不
満
を
蔵
し
た
閑
適
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
周
作

人
の
心
情
も
、
そ
れ
ほ
ど
遠
い
所
に
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
三
四
年
二
一
月
の
「
論

説
小
記
」
で
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
治
活
タ
ル
者
、
天
下
皆
ナ
是
レ
ナ
リ
。
而
シ
テ
誰
ト
以
ニ
カ
コ
レ
ヲ
易
エ
ン
」

と
い
う
言
葉
は
、
最
も
良
く
私
の
態
度
を
言
い
表
し
て
い
る
。
「
長
門
日
ク
、
是
レ

其
ノ
不
可
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
而
モ
コ
レ
ヲ
為
ス
者
カ
」
と
い
う
言
葉
は
最
も
良

く
孔
子
の
態
度
を
↓
J

一
口
い
表
し
て
い
る
。
突
き
詰
め
れ
ば
二
者
の
源
は
一
つ
で
、
何

故
な
ら
、
ど
ち
ら
も
不
可
な
る
を
知
り
つ
つ
、

一
方
は
な
お
も
行
お
う
と
し
、
も

－
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う
一
方
は
も
う
行
お
う
と
し
な
い
に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
百
葉
か
ら
も
、
周
作
人
が
明
末
の
「
悲
哀
愁
思
ス
ル
」
心
情
と
同
質
の
も
の



を
現
代
人
の
自
分
に
見
出
し
て
い
た
の
が
読
み
取
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
周
作
人
は
「
亡
国
之
音
」
を
解
釈
し
て
み
せ
た
上
で
、
先
に
示
し
た

『
礼
記
』
の
言
葉
に
拠
り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
反
駁
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
全
て
或
る
現
象
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
だ
。

う

ち

あ

ιは

礼
記
に
云
う
、
「
情
中
ニ
動
ク
、
故
ニ
声
ニ
形
ル
。
声
、
文
ヲ
成
ス
、
之
ヲ
音
ト
謂

フ
。
」
と
。
そ
の
感
情
が
動
か
さ
れ
る
の
は
、
世
が
乱
れ
政
治
が
誤
っ
た
り
、
国
が

亡
ぴ
民
が
苦
し
ん
だ
り
し
た
た
め
に
、
そ
の
声
も
怨
み
怒
り
、
悲
し
み
憂
え
る
の

で
あ
っ
て
、
決
し
て
故
無
く
急
に
怨
み
怒
り
、
悲
し
み
憂
え
る
音
を
発
す
る
の
で

は
な
い
し
、
ま
し
て
や
怨
み
怒
り
の
音
を
発
し
た
か
ら
、
乱
れ
て
い
な
い
世
が
乱

れ
、
悲
し
み
憂
え
る
音
を
発
し
た
か
ら
、
亡
ぴ
て
い
な
い
国
が
亡
び
る
訳
で
は
な

二
年
後
に
抗
日
戦
争
を
控
え
た
、
こ
の
冷
静
な
言
辞
は
、

悶
果
関
係
の
傾
倒
を
鋭
く

批
判
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
『
礼
記
』
か
ら
社
会
情
況
↓
感
情
↓
文
と
い
う
素
朴
な
反

映
論
を
借
り
な
が
ら
、
中
国
が
亡
国
の
危
機
に
置
か
れ
た
真
の
原
悶
を
見
落
と
し
、
文

学
に
亡
国
の
武
任
を
押
し
つ
け
る
動
き
へ
に
反
駁
す
る
も
の
で
あ
る
。
亡
国
の
結
果
に

過
ぎ
ぬ
「
怨
み
怒
り
、
悲
し
み
憂
え
る
音
」
を
「
受
動
的
に
発
し
た
者
に
詮
議
立
て
す

る
べ
き
で
な
い
。
」
と
抗
日
戦
争
直
前
ま
で
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
。
三
六
年
二
月
「
陶

笥
庵
論
党
陵
派
」
で
も
朱
弗
尊
「
静
志
居
詩
話
」
の
公
安
派
批
判
の
一
節
「
詩
亡
べ
パ

国
モ
亦
タ
コ
レ
ニ
随
フ
」
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

ち
ょ
う
ど
「
亡
国
ノ
音
ハ
、
哀
シ
ミ
テ
以
テ
思
フ
」
と
い
う
言
葉
に
基
づ
い
て
、

「
音
」
が
先
に
「
哀
シ
ミ
ヲ
以
テ
思
」
っ
た
た
め
に
立
派
な
国
も
亡
ん
で
し
ま
う

と
直
一
日
う
の
と
同
様
に
通
じ
ぬ
話
で
、
ま
さ
し
く
中
国
伝
統
の
政
治
的
文
学
観
の
精

－nE 

義
で
あ
り
、
（
以
下
略
）

こ
う
し
た
見
解
で
も
、
原
因
と
結
果
が
傾
倒
さ
れ
た
矛
盾
を
繰
り
返
し
突
い
て
い
る
。

こ
の
文
学
観
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
社
会
情
況
の
変
化
に
左
右
さ
れ
る
人
々
の
感
情
の

周
作
人
と
明
末
文
学

反
映
と
し
て
受
動
的
に
文
学
を
捉
え
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
亡
国
の
予
感
に
よ
っ

て
明
末
と
現
代
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
観
点
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

II 

『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
に
お
け
る
言
志
派
と
戟
道
派

『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
で
提
起
さ
れ
た
「
言
志
派
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
現

代
文
学
を
明
末
公
安
派
の
復
興
と
す
る
観
点
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
冒
頭
で
既
に
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
一
百
志
派
」
が
い
か
な
る
文
学
観
の
下
で
生
ま
れ
た
の
か
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
の
ほ
か
に
、
三

O
年
九
月
発
表
の
「
『
近

代
散
文
抄
』
序
」
に
も
「
言
志
派
」
へ
の
三
及
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
背
景
と
し
て
指
摘

で
き
る
文
学
観
は
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

「
文
学
無
用
論
」
。
即
ち
、
文
学
は
単
な
る
「
思
想
感
情
の
表
出
」
で
充
足
す
る

「
無
目
的
」
な
も
の
だ
か
ら
文
学
は
現
実
世
界
で
は
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
と
い

う
論
理
。

11 

「
例
性
の
重
視
」
。
即
ち
、
個
性
を
自
由
に
発
揮
で
き
る
「
顔
魔
時
代
」
こ
そ
文

学
が
盛
ん
と
な
る
と
い
う
論
理
。

前
者
は
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
序
論
で
述
べ
る
も
の
で
、
文
学
起
源
論
か
ら
演
縛

さ
れ
た
論
理
で
あ
る
。
後
者
は
同
舎
の
本
論
及
び
「
『
近
代
散
文
抄
』
序
」
で
述
べ
る
も

の
で
、
昔
一
同
志
派
と
般
道
派
の
対
立
的
傾
向
に
よ
っ
て
文
学
史
を
整
理
す
る
上
で
不
可
欠

な
論
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
論
理
が
周
作
人
の
内
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
有

機
的
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ゆ
く
。

i
「
文
学
無
用
論
」
と
一
吉
田
志
派

『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
序
論
で
、
宗
教
儀
式
が
本
来
の
呪
術
と
し
て
の
目
的
性
を
失

っ
た
か
ら
文
学
は
発
達
し
て
き
た
と
周
作
人
は
述
べ
、
『
詩
経
』
大
序
か
ら
詩
の
起
源
を

説
く
一
節
を
引
い
て
説
明
す
る
。

九



ヲ
唾
嘆
ス
。
コ
レ
ヲ
嘘
嘆
ス
ル
モ
足
ラ
ズ
、
故
ニ
コ
レ
ヲ
永
歌
ス
。
コ
レ
ヲ
永
歌

ス
ル
モ
足
ラ
ズ
、
知
ラ
ズ
シ
テ
手
ノ
コ
レ
ニ
舞
ヒ
、
足
ノ
コ
レ
ニ
路
ム
ナ
リ
。

こ
の
一
節
は
「
重
刊
『
哀
中
郎
集
』
序
」
で
引
く
『
礼
記
』
楽
記
十
九
の
言
葉
と
殆

ど
同
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
提
か
ら
導
か
れ
た
文
学
の
性
格
は
、
「
感
情
だ
け
で
目
的
が

な
く
」
、
「
作
者
の
思
想
感
情
の
伝
達
で
充
足
し
、
他
に
目
的
は
な
い
。
」
と
い
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
文
学
を
思
想
感
情
の
反
映
と
見
る
点
で
「
亡
国
之
音
」
反
駁
の
前

提
と
な
っ
た
素
朴
な
反
映
論
と
同
じ
論
理
で
あ
り
、
文
学
を
感
情
反
映
の
受
動
的
産
物

に
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
学
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
、
文
学
は
現
実
世
界
に
対

し
て
何
ら
能
動
的
な
作
用
を
持
ち
え
な
い
。
現
実
世
界
に
お
い
て
「
文
学
は
無
用
な

も
例
」
で
あ
る
と
周
作
人
が
述
べ
る
の
は
、
こ
の
文
学
の
受
動
的
性
格
に
由
来
す
る
。

従
っ
て
、
現
実
的
に
は
無
用
な
文
学
に
残
さ
れ
た
役
割
は
、
所
謂
カ
タ
ル
シ
ス
（
浄
化

作
用
）
の
よ
う
な
、
現
実
世
界
で
の
不
平
を
解
消
す
る
「
消
極
的
な
面
で
の
効
用
」
に

あ
る
と
さ
れ
、
序
論
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

文
学
は
ど
う
や
ら
社
会
で
失
敗
し
た
弱
者
の
た
め
に
だ
け
必
要
な
よ
う
で
、
良

い
境
過
に
有
り
、

不
満
の
な
い
人
聞
は
何
時
で
も
何
で
も
全
て
思
い
の
ま
ま
な
の

だ
か
ら
、
文
学
は
当
然
必
要
な
い
。
（
中
略
）
ま
だ
他
に
積
極
的
な
方
策
が
有
る
限

り
、
も
う
為
す
術
が
無
い
か
不
可
能
に
な
っ
て
い
な
い
限
り
は
、
政
治
腐
敗
な
ど

に
し
て
も
、
当
然
政
治
改
革
運
動
へ
実
地
に
参
加
出
来
る
の
で
、
文
学
で
不
平
を

洩
ら
す
必
要
は
な
い
。

「
消
極
的
な
面
で
の
役
割
」
を
敷
街
し
て
述
べ
る
こ
の
一
節
は
、
「
亡
国
之
音
」
へ
の

反
駁
の
論
理
と
ほ
ぼ
重
な
り
あ
う
。
明
末
の
人
々
の
「
憤
潜
」
を
反
映
し
た
「
亡
国
之

音
」
と
は
、
一
般
論
に
置
き
換
え
れ
ば
、
「
社
会
で
失
敗
し
た
弱
者
」
や
「
政
治
改
革
連

動
」
に
可
能
性
を
見
出
し
え
な
く
な
っ
た
人
々
の
「
不
満
」
寸
不
平
」
を
表
現
し
た
文
学

で
あ
る
と
し
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
社
会

九

↓
感
情
↓
文
学
と
い
う
因
果
関
係
の
図
式
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
、
文
学
を
受
動
的
産
物

に
限
定
す
る
論
理
に
お
い
て
も
共
通
し
、
こ
の
時
点
で
「
亡
国
之
音
」
へ
の
反
駁
の
論

理
が
既
に
準
備
さ
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
以
上
の
「
消
極
的
な
面
で
の
効
用
」
と
対
立
す
る
「
積
極
的
な
面
で
の
効
用
」

が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
を
補
足
的
に
説
明
す
る
。

文
学
を
有
用
た
ら
し
め
よ
う
と
し
て
も
よ
い
が
、
そ
う
な
る
と
も
は
や
変
相
的

文
学
で
あ
る
。
（
中
略
）
喧
嘩
の
際
に
は
椅
子
・
イ
ン
ク
査
で
人
を
殴
れ
る
だ
ろ
う

が
、
人
を
殴
る
の
が
椅
子
・
イ
ン
ク
査
の
本
当
の
役
割
で
は
あ
る
ま
い
。
文
学
も

然
り
で
あ
る
。

比
喰
を
整
理
す
れ
ば
、
文
学
を
他
の
目
的
の
手
段
と
す
る
こ
と
へ
の
批
判
と
這
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
文
学
は
「
作
者
の
思
想
感
情
の
伝
達
で
充
足
し
、
他
に
目
的
は
な
い
。
」

と
い
う
見
解
の
敷
街
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
学
の
目
的
性
を
否
定
す
る
見
解
か
ら
、

現
実
世
界
で
の
不
満
解
消
の
役
割
と
、
他
の
目
的
の
手
段
と
す
る
こ
と
へ
の
批
判
を
提

示
し
て
い
る
と
概
指
で
き
よ
う
。

以
上
の
序
論
を
前
提
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
が
、
「
一
百
志
派
」
・
「
載
道
派
」
の
対
立
的

概
念
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
「
消
極
的
な
而
で
の
効
用
」
・
「
積
極
的
な
面

で
の
効
用
」
と
極
め
て
よ
く
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
本
論
で
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
一
寸
一
同
志

派
と
は
『
書
経
』
発
典
に
言
う
「
詩
ハ
士
山
ヲ
言
ヒ
」
か
ら
採
っ
た
と
さ
れ
る
。
鄭
注
に

は
「
詩
ハ
人
ノ
志
意
ヲ
言
フ
所
以
ナ
リ
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
詩
経
』
大
序
の
言
葉
｛
本

頁
上
段
前
掲
）
と
ほ
ぼ
同
義
と
き
守
え
よ
う
。
前
掲
の
周
作
人
の
引
用
は
「
詩
ハ
志
ノ
之

－却－

列
刷
刊
川
。
心
ニ
在
ル
ヲ
志
ト
為
シ
、
一
百
二
発
ス
ル
ヲ
詩
ト
為
ス
。
」
と
い
う
一
節
に
続

く
も
の
で
、
共
に
詩
を
思
想
感
情
の
表
出
と
捉
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
故

道
派
と
は
周
敦
顕
『
通
書
』
に
一
マ
一
口
う
「
文
ハ
以
テ
道
ヲ
戟
ス
」
か
ら
採
っ
た
も
の
で
、

周
作
人
に
よ
る
と
「
文
学
を
工
具
」
と
し
「
そ
の
工
具
に
よ
っ
て
他
の
更
に
重
要
な
も

の
｜
｜
『
道
』
を
表
現
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
性
格
は
「
積
極
的



な
面
で
の
効
用
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
序
論
で
周
作
人
が
否
定
し
た
文
学
の
あ
り
方

つ
ま
り
、

J
呈
仙
派
」
「
載
道
派
」
と
は
序
論
に
お
け
る
「
文
学
無
用
論
」

で
あ
っ
た
。

を
具
体
化
す
る
モ
デ
ル
に
与
え
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
は
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
以
前
か
ら
明
末
・
現
代
の
文
学
の
共
通

点
と
し
て
、
後
述
の
よ
う
に
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
お
り
、
一
吉
田
志
派
の
概
念
を
形
成
す

る
う
え
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

個
人
の
文
学
と
し
て
の
言
志
派

「
『
近
代
文
学
散
文
抄
』
序
」
は
、
沈
啓
元
の
編
に
な
る
明
末
小
品
文
ア
ン
ソ
ロ
ジ

l
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刊
行
の
意
義
を
讃
え
、
小
品
文
が
「
個
人
の
文
学
の
尖
端
に
あ
る
言
志
の
散
文
で
」
あ

る
と
説
く
文
章
で
あ
る
。
そ
の
見
解
の
説
明
と
し
て
、
「
個
人
の
，
詩
言
志
乙
・
「
集
団

の
。
文
以
敏
道
e
」
と
い
う
表
現
で
二
つ
の
対
立
的
傾
向
の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
。
即

ち
、
後
者
の
載
道
派
を
先
史
時
代
か
ら
の
民
族
的
集
団
創
作
の
名
残
で
、
伝
統
的
な
技

術
を
墨
守
す
る
だ
け
の
非
独
創
的
な
芸
術
と
否
定
す
る
一
方
、
前
者
の
き
同
志
派
を
高
く

評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
志
派
に
つ
い
て
は
詳
し
い
説
明
が
見
ら
れ
な
い
が
、
載
道

派
と
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
言
志
派
は
反
伝
統
的
で
独
創
的
な
個
人

中
心
の
文
学
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
両
者
の
性
格
を
踏
ま
え
て
、
周
作
人
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

朝
廷
が
強
盛
で
、
統
治
が
統
一
さ
れ
た
時
代
に
は
載
道
主
義
が
必
ず
勢
力
を
持
ち
、

（
以
下
略
）

額
廃
時
代
に
な
る
や
、
皇
帝
祖
師
な
ど
の
主
要
人
物
が
大
き
な
力
を
持
た
ず
、
処

士
横
議
、
百
家
争
鳴
と
な
り
、
正
統
的
な
人
々
は
人
心
は
古
の
よ
う
に
純
朴
で
な

い
と
大
い
に
嘆
く
が
、
我
々
は
多
く
の
新
し
い
思
想
、
良
い
文
章
は
皆
こ
の
時
期

に
生
ま
れ
る
と
感
じ
る
の
は
、
当
然
我
々
が
「
詩
言
志
」
派
だ
か
ら
だ
ろ
、
持
。

こ
の
文
脈
だ
け
で
は
「
頚
廃
時
代
」
の
合
意
を
読
み
取
り
に
く
い
が
、
文
意
か
ら
す

れ
ば
、
既
存
の
体
制
が
崩
犠
し
た
た
め
に
生
ま
れ
た
政
治
的
・
思
想
的
に
自
由
な
時
代

周
作
人
と
明
末
文
学

と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
時
代
に
知
上
の
性
格
を
持
つ
言
志
派
が
盛
ん
と
な
る

と
い
う
論
理
は
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
本
論
に
も
受
け
継
が
れ
、
同
書
で
は
中
国
文

学
の
歴
史
を
螺
旋
状
に
描
き
出
す
（
図
表
）
。

唐

明

両
漢

両
宋

清

〔載道派〕〔言志派〕

鵠
晋
六
朝
五
代

晩
周

JC 

明
末

民
国

「中国新文学的漂流J北平人文書店初版本

(1932if 9月刊）に拠る

「
『
近
代
散
文
抄
』
序
」
よ
り
具
体
的
だ
が
、
政
情
不
安
の
時
期
を
言
志
派
に
分
類
し

て
い
る
の
は
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
文
学
の
盛
哀
が
決
ま
っ
て
政

治
情
勢
の
良
否
と
相
反
」
す
る
た
め
だ
と
い
う
説
明
も
先
の
見
解
の
要
約
と
言
え
よ

、「，。よ
っ
て
概
括
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
で
は
き
同
志
派
の
性
格
を
次
の
明
末
公
安
派
の
主
張
に

な
い
。
）
「
独
持
性
霊
、
不
拘
格
套
」
（
専
ら
個
性
の
発
展
に
努
め
、
古
い
形
式
に
囚
わ
れ

「
信
口
信
腕
、
皆
成
律
度
」
（
腕
に
ま
か
せ
口
に
ま
か
せ
自
由
に
や
り
、
し
か
も

そ
れ
が
自
ず
と
律
度
を
な
し
て
い
的
。
）

こ
れ
ら
と
胡
適
の
主
張
「
八
不
主
義
」
と
の
類
似
を
周
作
人
は
再
三
指
摘
し
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
も
個
性
重
視
、
伝
統
的
格
式
の
反
発
の
二
点
が
公
安
派
と
現
代
文
学
の
共
通

点
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
言
志
派
の
性
格
は
、
二

0
年
代
後
半
の
文
学
観
に
は

見
出
さ
れ
な
い
も
の
で
、
明
末
公
安
派
へ
の
共
感
か
ら
醸
成
さ
れ
た
観
点
と
も
考
え
ら

九



れ
る
。
し
か
し
、
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
小
引
で
「
別
に
明
末
の
公
安
派
か
ら
得
た
発

A

お
v

想
で
は
な
く
」
、
公
安
派
の
文
章
に
接
す
る
以
前
か
ら
知
上
の
見
解
を
有
し
て
い
た
と

周
作
人
は
述
べ
て
い
る
。
む
ろ
ん
稲
晦
の
言
辞
と
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
二
三
年
一

O
月
脱
稿
に
も
係
わ
ら
ず
、
二
九
年
四
月
に
漸
く
発
表
さ

れ
た
「
新
文
学
的
二
大
潮
流
」
に
、
そ
の
観
点
は
既
に
提
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

m、
二

0
年
代
後
半
に
お
け
る
「
文
学
不
革
命
論
」

二
0
年
代
後
半
の
明
末
文
学
へ
の
言
及
の
殆
ど
は
食
平
伯
の
著
書
に
与
え
た
序
肢
に

見
出
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
言
志
派
と
い
う
表
現
は
ま
だ
無
い
が
、
そ
の
基
本
的
な
発
想

は
充
分
に
窺
わ
れ
る
。
二
八
年
一
一
月
の
「
『
燕
知
草
』
序
」
で
は
、
明
末
・
現
代
の
散

文
の
類
似
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

明
代
の
名
士
の
文
芸
は
確
か
に
隠
遁
の
色
彩
が
あ
る
が
、
根
本
は
む
し
ろ
反
抗

で
、
（
中
略
）
大
多
数
の
真
の
文
人
は
反
礼
教
の
態
度
が
明
確
で
あ
っ
て
、
そ
の
系

譜
は
李
笠
翁
、
京
子
才
ま
で
全
く
絶
え
は
し
な
か
っ
た
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
以
前
の
二
六
年
一
一
月
の
コ
陶
庵
夢
憶
』
序
」
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
た
。
明
清
の
名
士
派
の
文
章
を
幾
ら
か
読
む
と
、
現
代
文
の
趣
き
と
殆
ど
同
じ
で
、

無
論
幾
ら
か
の
思
想
的
隔
た
り
は
免
れ
な
い
が
、
明
人
の
示
す
礼
教
へ
の
反
発
は

刻
叫
捌
倒
州
制
矧
副
剣
州
制
刻
叶

5

後
者
の
言
葉
は
二
八
年
五
月
の
「
『
維
持
見
』
蹴
」
で
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃

の
主
要
な
見
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
明
末
散
文
の
持

そ
の
根
底
に
「
反
礼
教
の
態
度
」
を
見
出
し
、

つ
「
隠
遁
の
色
彩
」
を
認
め
つ
つ
も
、

明
末
と
現
代
の
散
文
を
結
び
つ
け
た
と
言
え
よ
う
。
「
現
代
の
散
文
は
新
文
学
の
中
で
最

も
外
国
の
影
響
が
少
な
く
、
文
学
革
命
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
（
明
末
散
文
の
一
小
川
）

九
四

－
帽
品
－

文
芸
復
興
の
産
物
と
い
う
に
相
応
し
い
」
と
い
う
見
解
も
、
や
は
り
そ
の
共
通
点
を
踏

ま
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
見
解
か
ら
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
で
の
言
志

派
の
性
格
と
共
通
す
る
も
の
を
直
接
見
出
す
の
は
困
難
だ
が
、
「
『
燕
知
草
』
序
」
で
は

明
末
の
文
人
に
隠
遁
の
色
彩
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
、
更
に
次
の
よ
う
に
解
説
し
て

い
る
。

現
在
の
中
国
の
情
況
は
ち
ょ
う
ど
明
末
の
よ
う
で
あ
り
、
竹
竿
す
ら
持
て
ぬ
文

人
は
芸
術
の
世
界
に
避
難
す
る
し
か
な
い
の
も
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
。
私
は
常
々
思

う
の
だ
が
、
文
・
学
と
は
革
命
せ
ぬ
も
の
（
原
語
〈
不
革
命
〉
…
小
川
）
で
、
革
命

で
き
る
な
ら
文
学
や
そ
の
他
の
芸
術
、
宗
教
は
要
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
既
に

自
分
の
（
革
命
と
い
う
一
小
川
）
世
界
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
解
説
を
整
理
し
て
み
る
。
「
竹
竿
す
ら
持
て
ぬ
」
よ
う
な
、
現
実
世
界
で
無
能
な

者
は
「
芸
術
世
界
に
避
難
」
さ
ぜ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
が
「
隠
遁
の
色
彩
」
の
意
味
で

あ
る
。
逆
に
現
実
世
界
で
「
革
命
で
き
る
」
力
が
あ
る
な
ら
、
そ
う
し
た
現
実
逃
避
の

場
で
あ
る
「
芸
術
世
界
に
避
難
」
す
る
必
要
は
な
い
。
従
っ
て
、
文
学
と
は
〈
不
革
命
〉

で
あ
る
と
い
う
論
旨
で
あ
り
、
「
隠
遁
の
色
彩
」
と
〈
不
革
命
〉
と
い
う
表
現
は
、
現
実

逃
避
と
い
う
点
で
同
じ
意
味
を
持
つ
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文

学
を
現
実
世
界
で
無
能
な
者
の
た
め
に
あ
る
と
強
調
す
る
点
で
あ
る
。
『
中
国
新
文
学
的

源
流
』
で
の
「
社
会
で
失
敗
し
た
弱
者
」
や
「
政
治
改
革
運
動
」
に
可
能
性
を
見
出
し

え
な
い
人
々
の
た
め
に
文
学
が
あ
る
と
す
る
見
解
（
前
掲

H
I－
－
）
と
大
き
な
差
異
は

認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

〈
不
革
命
〉
「
反
抗
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

文
学
は
革
命
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
が
ん
ら
い
反
抗
す
る
も
の
で
あ
り
、

の
小
品
文
で
も
、
現
代
の
新
散
文
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。

明
代

明
人
に
は
「
隠
遁
の
色
彩
が
あ
る
が
、
根
本
は
反
抗
で
」
あ
る
と
い

う
先
の
見
解
を
言
い
換
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
反
抗
」
と
は
、
少
な
く
と
も

こ
の
解
説
は
、



「
芸
術
世
界
」
・
「
文
学
や
そ
の
他
の
宗
教
」
と
い
う
精
神
的
な
面
で
の
反
抗
を
意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
「
文
学
不
革
命
論
」
は
二
七
、
八
年
当
時
の
周
作
人
の

文
学
観
の
中
で
も
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
二
八
年
の
「
『
大
黒
狼
的
故
事
』
序
」
で
は

次
の
よ
う
に
「
不
革
命
論
」
を
説
い
て
い
る
。

文
学
は
が
ん
ら
い
革
命
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
（
中
略
）
も
し
弁
護
す
る
と
し
て

も
、
少
な
く
と
も
文
学
即
ち
革
命
と
は
い
え
な
い
。
革
命
が
も
し
ア
へ
ン
だ
と
す

れ
ば
、
文
学
は
ち
ょ
う
ど
「
ヤ
チ
ナ
イ
」
だ
ろ
う
か
？
金
も
あ
り
、
権
勢
も
あ
る

人
が
大
胆
に
ア
へ
ン
を
吸
う
よ
う
に
、
血
気
盛
ん
な
青
年
は
現
代
に
対
し
不
満
を

覚
、
ぇ
、
身
を
挺
し
て
決
起
し
、
危
険
を
冒
し
て
命
が
け
で
革
命
を
や
り
、
決
し
て

り家
はで
し溜
なめ
い8息
。を

っ
き

呪
い
の
言
葉
を
吐
い
た
り
し
て
、
胸
の
つ
か
え
を
と
っ
た

比
喰
の
多
い
、
直
裁
さ
を
避
け
た
表
現
だ
が
、
現
実
に
は
革
命
を
な
し
え
な
い
者
を

満
足
さ
せ
る
役
割
を
す
る
の
が
、
文
学
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ヤ
チ
ナ
イ

が
ア
へ
ン
の
代
替
品
な
ら
ば
、
文
学
は
革
命
の
代
り
と
な
る
。
以
上
の
「
不
革
命
論
」

に
照
ら
せ
ば
、
「
『
燕
知
草
』
序
」
で
の
「
文
学
は
革
命
せ
ぬ
も
の
だ
が
、
も
と
か
ら
反

抗
す
る
も
の
」
だ
と
い
う
表
現
を
、
現
実
的
に
は
何
ら
行
動
出
来
な
い
が
現
実
に
対
す

る
不
満
を
心
中
な
お
蔵
し
て
い
る
た
め
、
精
神
的
な
「
反
抗
」
の
心
情
だ
け
は
残
る
と

い
う
論
理
と
し
て
理
解
出
来
よ
う
。
こ
れ
は
、
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
で
指
摘
す
る
「
消

極
的
な
面
で
の
役
割
」
と
一
致
す
る
（
前
掲

H
1
1
）
。
更
に
言
え
ば
、
三
五
年
当
時
、

「
亡
国
之
音
」
と
い
う
批
判
に
反
駁
し
て
述
べ
た
、
表
面
上
は
「
閑
適
」
で
は
あ
っ
て

も
内
面
に
は
「
憤
潜
」
を
蔵
し
て
い
る
と
い
う
見
解
（
前
掲

I
）
に
ま
で
一
貫
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
文
学
不
革
命
論
」
と
同
様
、
現
実
世
界
で
の
不
満
を
解
消
す
る
場
を
文
学
世

界
に
求
め
る
見
解
は
「
『
陶
庵
夢
憶
』
序
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。

「
現
在
」
に
対
し
、
誰
し
も
き
っ
と
不
満
が
あ
り
、
（
中
略
）
だ
か
ら
多
く
の
人

周
作
人
と
明
末
文
学

は
現
実
の
世
界
か
ら
逃
避
す
る
傾
向
が
あ
り
、
夢
想
あ
る
い
は
回
想
だ
け
が
甘
美

な
世
界
だ
と
感
じ
る
の
だ
。
（
中
略
）
こ
れ
は
別
に
保
守
と
か
い
う
の
で
な
く
、
本

当
に
こ
う
し
た
過
去
こ
そ
、
我
々
が
の
ん
び
り
と
手
に
し
て
玩
賞
す
る
に
堪
え
、

幾
ら
か
筆
を
加
え
て
も
構
わ
な
い
か
ら
だ
。

周
作
人
が
『
陶
庵
夢
憶
』
を
高
く
評
価
す
る
の
は
、
現
実
世
界
で
の
満
た
さ
れ
ぬ
不

満
解
消
の
為
に
、
何
の
制
約
も
受
け
な
い
「
夢
想
」
、
ま
た
は
「
回
想
」
す
る
「
過
去
」

と
い
う
逃
避
の
場
を
提
供
す
る
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
夢
想
」
・
「
過
去
」
と
い
う
言
葉

を
「
文
学
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
「
文
学
不
革
命
論
」
と
同
工
異
曲
と
言
っ
て
差
し
支
え

な
い
だ
ろ
う
。
文
学
を
現
実
と
対
立
さ
せ
て
「
夢
」
に
醤
え
る
見
解
は
、
二
五
年
の
「
『
竹

林
的
故
事
』
序
」
に
も
見
出
さ
れ
、
「
文
学
不
革
命
論
」
を
生
む
根
底
に
あ
っ
た
認
識
と

思
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
現
実
と
文
学
を
対
立
的
に
捉
え
る
「
文
学
不
革
命
論
」
が

二
0
年
代
後
半
か
ら
表
面
化
し
、
「
文
学
無
用
論
」
へ
至
る
道
筋
を
読
み
取
る
こ
と
が
出

来
る
。
明
末
・
現
代
文
学
を
重
ね
合
わ
せ
る
見
解
の
一
半
は
、
二
七
、
八
年
代
頃
か
ら

顕
在
化
す
る
知
上
の
文
学
観
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
き

7
九
ょ
う
。

百
儀
「
新
文
学
的
二
大
潮
流
」
に
お
け
る
頚
廃
派
と
革
命
文
学
派

最
初
に
「
新
文
学
的
二
大
潮
流
」
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
の
奇
妙
な
経
緯
に
触
れ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
論
文
付
記
に
よ
る
と
、
こ
の
論
文
を
書
き
始
め
た
の
は
二
三
年
六

月
頃
で

一
度
中
断
し
た
（
魯
迅
と
の
訣
別
の
た
め
と
思
わ
れ
る
）
後
、

一O
月
に
脱

稿
し
た
が
発
表
さ
れ
ず
、
六
年
後
の
二
九
年
春
、
中
国
大
学
在
学
中
の
方
紀
生
が
参
加

し
て
い
た
『
締
虹
』
第
一
期
に
発
表
さ
れ
た
。
脱
稿
後
う
ち
捨
て
ら
れ
て
い
た
論
文
を
、

何
故
改
め
て
発
表
す
る
の
か
、
周
作
人
は
全
く
説
明
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
論
文

は
二

0
年
代
前
半
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て
著
し
い
変
貌
を
遂
げ
た
周
作
人
の
文
学
観

九
五



の
連
続
性
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
重
要
な
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
以
下

で
は
、
周
作
人
の
見
解
を
整
理
し
つ
つ
、
検
討
す
る
。

こ
の
論
文
の
骨
子
は
、
新
文
学
に
お
け
る
「
革
命
文
学
派
」
と
「
額
廃
派
」
と
い
う

こ
大
流
派
の
誕
生
を
予
見
し
、
革
命
文
学
は
「
楽
観
的
な
理
想
主
義
で
あ
る
が
た
め
に
」

頚
廃
派
を
上
回
る
勢
力
は
持
ち
え
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
論
文
の
大
半
を
費
や
し

て
述
べ
ら
れ
る
頚
廃
派
の
性
格
は
、
言
志
派
の
性
格
と
極
め
て
よ
く
符
合
す
る
。

官
頭
、
二
大
流
派
が
生
ま
れ
る
背
景
と
し
て
、
現
在
の
中
国
の
「
非
人
間
的
生
活
」

へ
の
不
満
を
指
摘
し
、
「
文
化
的
に
は
既
に
中
国
は
亡
国
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、

少
な
く
と
も
人
民
の
多
く
は
亡
国
民
の
根
性
だ
。
」
と
激
烈
な
調
子
で
現
状
へ
の
絶
望

に
満
ち
た
心
情
を
吐
露
し
て
さ
え
い
る
。
こ
の
不
満
か
ら
生
ま
れ
る
文
学
に
必
要
な
条

件
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
真
の
個
人
主
義
の
文
学
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
の
時
代

創
的
で
偏
向
し
た
文
芸
が
生
ま
れ
、
こ
れ
は
古
典
派
か
ら
見
れ
ば
衰
退
と
考
え
ら

れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
実
は
時
代
の
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
我
々
か
ら
す

れ
ば
、
あ
る
点
で
は
個
体
が
総
体
に
統
制
さ
れ
る
古
典
文
学
よ
り
ず
っ
と
面
白
み

が
あ
り
期
待
が
持
て
る
。

論
旨
を
整
理
す
る
と
、
「
現
在
H
H
頑
廃
時
代
」
と
い
う
現
状
の
下
で
は
「
総
体
が
分
裂

し
、
個
体
が
解
放
さ
れ
」
る
。
そ
こ
に
は
「
独
創
的
な
、
偏
向
し
た
文
芸
」
が
生
ま
れ

る
と
い
う
認
識
で
、
そ
の
文
学
の
あ
り
ょ
う
を
一
語
で
規
定
す
る
の
が
「
真
の
個
人
主

義
」
で
あ
る
。
七
年
近
く
の
時
間
の
隔
た
り
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
認
識
は
三

O
年
の

「
『
近
代
散
文
抄
』
序
」
に
お
け
る
言
志
派
の
性
格
の
指
摘
と
殆
ど
重
な
り
あ
う
。
改
め

て
前
掲
の
文
章
の
論
旨
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
「
現
在

l
頼
廃
時
代
」
と
い
う
時
代
の
下

で
は
、
「
皇
帝
祖
師
」
が
統
制
力
を
失
い
、
「
処
士
横
議
、
百
家
争
鳴
」
の
自
由
な
時
代

と
な
る
の
で
、
「
多
く
の
新
し
い
思
想
、
良
い
文
章
」
が
生
ま
れ
る
と
し
て
い
た
。
ま

九
六

た
、
こ
う
し
た
一
致
点
に
加
え
、
「
正
統
的
な
人
々
は
i
と
嘆
く
が
、
」
と
挿
入
句
的
に

加
え
ら
れ
て
い
た
点
も
考
え
れ
ば
、
偶
然
の
一
致
と
す
る
よ
り
も
、
「
新
文
学
的
二
大
潮

流
」
が
二
九
年
に
発
表
さ
れ
た
当
時
、
周
作
人
自
身
が
こ
の
論
文
か
ら
逆
に
示
唆
を
受

け
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
周
作
人
が
己
の
旧
作
を
再

読
し
、
示
唆
を
受
け
た
か
ら
こ
そ
、
方
紀
生
に
も
閲
読
を
許
し
、
掲
載
の
乞
い
を
容
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
個
人
主
義
を
標
梯
す
る
文
学
観
と
ミ
近

代
散
文
抄
』
序
」
・
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
で
展
開
さ
れ
る
H
l
H
の
言
志
派
観
と
の

類
似
は
明
ら
か
に
そ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
の
「
額
廃
派

1
真
の
個
人
主
義
」
と
い
う
主
張
は
、
明
ら
か
に
厨
川

白
村
『
近
代
文
学
十
講
』
に
依
拠
し
て
い
る
。
二
三
年
執
筆
当
時
、
周
作
人
は
同
書
の

「
近
代
人
の
悲
哀
」
の
影
響
に
よ
っ
て
、
〈
現
代
人
的
悲
哀
〉
（
原
語
…
小
川
）
を
描

く
頒
廃
派
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
悲
哀
と
は
即
ち
、
現
実
社
会
の
圧
迫
と

個
人
主
義
の
衝
突
に
起
因
す
る
悲
哀
や
、
霊
肉
の
葛
藤
で
デ
カ
ダ
ン
に
陥
る
個
人
主
義

の
悲
哀
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
の
「
真
の
個
人
主
義
」
の
理
念
に
も
少
な
か
ら
ず
〈
現

代
人
的
悲
哀
〉
が
投
影
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
「
『
近
代
散
文
抄
』
序
」
に
も
見

え
る
所
調
「
頭
廃
時
代
」
も
、
そ
の
影
響
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

再
ぴ
本
文
に
戻
ろ
う
。
文
中
、
周
作
人
は
第
二
の
頚
廃
派
の
性
格
と
し
て
「
し
ば
し

ば
復
古
の
よ
う
な
現
象
」
が
起
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
復
古
そ
の
J

む
の
で

は
な
く
、
「
現
在
に
対
す
る
反
抗
の
運
動
で
」
あ
り
、
理
想
化
さ
れ
た
「
古
」
は
「
一
種

の
空
想
」
に
過
ぎ
ず
、
殆
ど
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
夢
想
と
大
差
な
い
と
説
明
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。彼
ら
は
未
来
に
信
を
置
け
ず
、
現
在
に
も
不
満
で
、
む
ろ
ん
過
去
を
懐
か
し
む

の
で
も
な
い
が
、
未
来
に
比
べ
て
確
か
で
、
現
在
と
比
べ
不
確
か
で
あ
る
た
め
、

過
去
を
利
用
し
て
利
那
に
し
て
永
却
の
情
景
を
創
造
し
、
遺
る
瀬
な
い
心
情
を
い

く
ら
か
慰
め
る
の
だ
。



こ
う
し
た
指
摘
は
、
「
『
陶
庵
夢
憶
』
序
」
で
文
学
を
夢
と
置
換
可
能
な
も
の
と
見
な

し
、
現
実
を
対
立
的
に
捉
え
る
観
点
と
共
通
す
る
。
二
三
、
四
年
当
時
、

H
・
エ
リ
ス

に
学
び
、
文
学
の
持
つ
現
実
世
界
で
の
欲
求
不
満
を
代
償
す
る
機
能
に
つ
い
て
『
自
己

的
園
地
』
所
収
の
「
文
芸
与
道
徳
」
・
「
銭
花
緑
」
で
言
及
し
て
お
り
、

け
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
観
点
を
受

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
新
文
学
的
二
大
潮
流
」
は

H
で
指
摘
し

た
言
志
派
の
性
格
の
二
点
を
概
ね
既
に
提
示
し
て
お
り
、
後
の
三

0
年
代
に
お
け
る
文

学
観
に
連
続
す
る
周
作
人
の
文
学
観
の
骨
格
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
の

頼
廃
派
へ
の
共
感
に
見
ら
れ
る
苦
悩
に
満
ち
た
個
人
主
義
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
周

作
人
の
文
学
活
動
に
お
け
る
苦
悩
を
代
弁
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
代
的
な
自

我
の
自
由
な
発
達
を
阻
む
中
国
社
会
の
混
迷
は
、
理
知
的
な
人
間
に
と
っ
て
耐
え
が
た

い
怒
り
と
不
満
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
も
捨
て
き
れ
ぬ
希
望
と
冷
や
か

な
現
実
へ
の
絶
望
と
が
周
作
人
の
内
面
に
同
居
し
、
両
者
が
交
互
に
主
旋
律
を
奏
で
る

形
で
、
そ
の
文
学
観
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
語

五
四
時
期
に
劣
ら
ず
、
『
語
紙
』
時
代
は
女
子
師
範
大
学
事
件
な
ど
に
お
い
て
周
作
人

の
戦
闘
的
な
一
面
を
示
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
論
で
提
示
し
た
周

作
人
像
は
一
般
的
な
見
方
と
相
反
す
る
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
『
語
紙
』
時
代
が
終

わ
る
こ
七
年
を
転
回
点
と
し
、
周
作
人
が
徐
々
に
変
貌
を
遂
げ
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、

如
上
の
周
作
人
の
文
学
観
が
そ
の
変
貌
に
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
も

e三
0
年
代
、
小
品
文
大
師
と
し
て
立
ち
現
れ
た
周
作
人
の
姿
に
当
時
の
文
埋
が
駿
脅

褒
既
に
沸
い
た
の
も
、
そ
の
変
貌
の
底
流
を
な
す
文
学
観
が
十
全
に
は
理
解
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

周
作
人
と
明
末
文
学

奇
妙
な
符
合
だ
が
、
北
京
大
学
に
赴
任
し
て
間
も
な
い
一
七
年
、
翻
訳
以
外
で
は
初

め
て
の
文
章
「
讃
武
者
小
路
君
所
作
一
個
青
年
的
夢
」
を
『
新
青
年
』
に
発
表
し
、

A
1

の
中
国
の
情
況
で
は
何
を
言
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
ま
い
と
思
っ
て
沈
黙
し
て
い
た
が
、

武
者
小
路
の
作
品
を
読
ん
で
考
え
が
変
わ
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

私
は
「
其
ノ
為
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
リ
テ
、

コ
レ
ヲ
為
ス
」
必
要
を
感
じ
た
の

だ
。
力
及
ば
ず
、
成
功
は
期
し
難
い
と
い
え
ど
も
、
主
張
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
為

さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
は
無
用
で
も
将
来
の
種
を
播
け
る
な
ら
、
た
と
え
石
の
路

の
上
に
播
か
れ
、
芽
を
出
さ
ず
と
も
、
沈
悶
を
少
し
は
破
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

十
七
年
後
の
「
論
語
小
記
」
で
同
じ
『
論
語
』
の
一
節
を
引
き
、
隠
者
の
心
情
へ
の

共
感
を
語
ろ
う
と
は
、
周
作
人
自
身
と
て
予
期
し
え
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
符

合
は
二

0
年
代
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て
の
文
学
観
が
「
為
す
べ
か
ら
ざ
る
」
と
す
る

認
識
を
根
底
と
し
つ
つ
も
、
「
な
お
も
行
お
う
と
す
る
」
希
望
と
「
も
う
行
お
う
と
し
な

い
」
（
前
掲
「
論
語
小
記
」
）
絶
望
の
振
幅
の
中
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

「
頭
廃
派
」
へ
の
傾
倒
か
ら
「
亡
国
之
音
」
へ
の
反
駁
ま
で
一
貫
し
て
文
学
観
の
根
底

に
あ
っ
た
現
実
と
文
学
を
対
立
的
に
捉
え
る
姿
勢
に
は
、
こ
の
絶
望
が
投
影
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
注
記
〉
＊
引
用
文
中
の
傍
線
部
は
全
て
小
川
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

｛

1
）
『
中
国
現
代
文
学
辞
典
』
（
東
京
堂
八
五
年
刊
）
所
収
、
木
山
英
雄
氏
執
筆
『
中
国
新
文
学

的
源
流
』
の
項
に
よ
る
。

（2
）
『
林
語
堂
書
評
序
肱
集
』
（
岳
麓
書
社
八
八
年
刊
）
二
二
0
1
一
頁
（
初
出
誌
『
論
語
』
七

期
・
三
二
年
一
二
月
一
六
日
）
。
例
え
ば
、
芦
田
孝
昭
『
中
国
近
代
文
学
に
お
け
る
文
体
改

革
運
動
と
し
て
の
小
品
文
運
動
」
（
『
文
体
論
研
究
』
十
二
・
六
八
年
二
一
月
）
で
も
林
語

堂
の
小
品
文
に
関
す
る
具
体
的
な
見
解
と
し
て
、
「
論
文
」
上
下
（
初
出
誌
『
論
語
』
一
五
／

二
八
期
・
三
三
年
四
月
／
一
一
月
）
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
沈
啓
充
緬
『
近
代
散
文
抄
』
を

読
ん
だ
感
想
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

九
七



（3
）
例
え
ば
任
訪
秋
『
中
国
新
文
学
淵
源
』
（
河
南
人
民
出
版
社
八
六
年
刊
）
、
張
国
光
「
公
安

派
ー
ー
四
百
年
前
我
国
文
学
革
新
運
動
的
一
面
旗
蝦
｜
｜
兼
論
，
公
安
派
’
対
五
回
新
文

学
運
動
的
膨
響
」
（
『
晩
明
文
学
革
新
派
公
安
三
震
研
究
』
事
中
師
範
大
学
出
版
社
八
七
年

刊
）
等
で
は
公
安
派
と
文
学
革
命
と
を
結
び
つ
け
る
観
点
が
改
め
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。

（4
）
『
現
代
』
（
第
五
巻
三
期
七
月
号
）
「
文
埋
展
望
」
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
。

（5
）
『
魯
迅
全
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
八
七
年
第
三
版
）
第
一
二
巻
三
九
七
1
八
頁
、
訳
文
『
魯

迅
全
集
』
（
学
習
研
究
社
八
五
年
刊
）
第
一
五
巻
三
三
一
頁
に
拠
る
。

（6
）
『
魯
迅
全
集
』
第
一
二
巻
三
九
八
頁
、
翻
訳
版
『
魯
迅
全
集
』
第
一
五
巻
三
三
二
頁
。

（7
）
同
右

（8
）
『
苦
茶
随
筆
』
（
岳
麗
書
社
八
七
年
刊
）
五
頁
な
お
、
「
中
国
文
化
本
位
宣
言
」
と
は
国
民

党
C
C系
に
よ
る
も
の
。

（9
）
例
え
ば
、
『
関
子
命
運
」
（
三
五
年
四
月
）
「
責
任
」
（
三
五
年
八
月
）
「
文
章
的
放
蕩
」
｛
三

五
年
九
月
）
「
郁
風
斎
華
麗
」
（
三
六
年
二
月
）
「
陶
錆
庵
論
覚
陵
派
」
（
三
六
年
二
月
）
「
梅

花
草
堂
筆
談
」
（
三
六
年
四
月
）
等
。

（
叩
｝
『
知
堂
序
蹴
』
｛
岳
麓
書
社
八
七
年
刊
）
五
七
頁

（
日
）
『
知
堂
序
蹴
』
六
一

l
一一頁

（
ロ
）
『
知
堂
序
蹴
』
六
O
頁
。
原
文
『
十
三
経
注
疏
』
（
台
北
・
芸
文
印
書
館
影
印
版
）
附
釈
音

礼
記
注
疏
巻
三
七
・
六
六
三
頁
、
訓
読
『
礼
記
』
中
（
新
釈
漢
文
大
系
二
八
巻
・
明
治
書

院
七
七
年
初
版
）
四
O
八
頁
を
参
照
。
な
お
、
訓
読
を
用
い
た
の
は
原
語
を
読
み
や
す
い

形
で
残
す
た
め
で
あ
る
。

（
臼
）
『
知
堂
序
蹴
』
六
O
頁
。
原
文
『
十
三
経
注
疏
』
附
釈
音
礼
記
注
疏
巻
三
七
・
六
六
三
頁
、

訓
読
『
礼
記
』
中
・
四
O
八
頁

（M
）
『
知
堂
序
肱
』
六
O
頁

（
日
）
『
知
堂
序
政
』
六
O
頁
、
原
文
『
十
三
経
注
疏
』
附
釈
音
毛
詩
注
疏
巻
第
四
・
一
五
一

1
二

頁
、
訓
説
「
詩
経
」
（
漢
詩
大
系
一
巻
・
集
英
社
七
八
年
刊
第
一

O
版
）
二
八
六
頁
を
参
照

し
た
。

（
凶
）
『
知
堂
序
蹴
』
六
一
頁
、
原
文
及
ぴ
訓
説
は
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
（
岩
波
文
庫
八
二
年
刊
）

二
五
四
頁
を
参
照
し
た
。

（
口
｝
林
語
堂
『
我
的
話
』
下
（
時
代
書
局
四
八
年
初
版
・
上
海
書
店
八
七
年
影
印
）
「
周
作
人
詩

読
法
」
三
六
頁

九
八

（
川
崎
）
曹
来
仁
『
筆
端
』
（
天
馬
書
店
三
五
年
初
版
・
上
海
書
店
八
八
年
彫
印
）
「
周
作
人
先
生
的

白
血
吋
詩
」
一

O
ニ
頁

（
叩
）
『
苦
茶
随
筆
』
一
八
頁
、
原
文
及
び
制
説
は
『
論
語
』
二
五
四
頁
、
ニ

O
五
頁
に
よ
る
。

（
初
）
『
知
堂
序
蹴
』
六
一
頁
。
文
中
の
礼
記
の
引
用
は
『
十
三
経
注
疏
』
附
釈
音
礼
記
注
疏
巻

三
七
・
六
六
三
頁
、
訓
読
『
礼
記
』
中
・
四
O
八
頁
を
参
照
。

（
幻
）
『
知
堂
序
肱
』
六
三
頁

（
幻
）
『
風
雨
競
』
（
岳
麓
書
社
八
七
年
刊
）
八
五
頁
。

（
お
｝
『
風
雨
談
』
八
五
頁

（M
）
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
（
岳
麓
書
社
八
九
年
刊
）
一
四
頁
。
原
文
『
十
三
経
注
疏
』
附
釈

音
毛
詩
注
疏
巻
第
了
一
三
頁
、
制
説
「
一
、
中
国
古
代
歌
謡
の
発
生
と
展
開
」
（
赤
坂
忠

著
作
集
第
五
巻
『
詩
経
研
究
』
所
収
・
研
文
社
八
六
年
刊
）
三
五
頁
を
参
照
。
な
お
、
同

論
文
四
二
頁
で
も
『
詩
経
』
と
『
礼
記
』
の
言
葉
が
同
義
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

｛
お
）
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
一
四
頁
。
な
お
、
本
稿
で
の
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
か
ら
の

引
用
は
拙
訳
に
拠
る
が
、
松
枝
茂
夫
訳
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
（
支
部
学
観
訳
叢
書
之
四
・

文
求
堂
書
店
三
九
年
刊
）
を
参
照
さ
せ
て
項
い
た
e

（
お
）
問
右
一
四
頁

（
幻
）
同
右
二
ハ
頁

（
犯
）
同
右
二
ハ
頁

（
泊
）
本
文
・
鄭
注
と
も
原
文
『
十
三
経
注
疏
』
附
釈
音
尚
書
注
疏
巻
第
三
・
四
六
頁
、
訓
読
『
書

経
』
上
（
新
釈
漢
文
大
系
第
二
五
巻
・
明
治
書
院
八
三
年
刊
初
版
）
四
＝
了
四
頁
を
参
照
。

（
初
）
原
文
『
十
三
経
注
疏
』
附
釈
音
毛
詩
注
疏
巻
第
一
・
二
ニ
頁
、
訓
読
「
一
、
中
国
古
代
歌

謡
の
発
生
と
展
開
」
三
五
頁
を
参
照
。
な
お
、
同
論
文
四
二
頁
で
も
『
詩
経
』
大
序
と
『
書

経
』
尭
典
と
が
同
様
の
見
解
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
剖
｝
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
一
七
頁
。

（
沼
）
以
上
の
引
用
は
『
知
堂
序
蹴
』
三
二
九
1
三
O
頁

（
お
）
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
一
九
頁

（M
A
）
同
右
四
八
頁

（
お
）
同
右
ニ
頁

（
お
）
『
知
堂
序
蹴
』
一
－
一
一
占
ハ
1
七
頁

（
幻
）
同
右
三
二
七
頁



（
犯
）
同
右
三
二
七
頁

（
却
）
同
右
2
二
七
頁

（
却
）
同
右
三
一
七
頁

（
叫
）
同
右
三
九
七
1
八
頁

（
位
）
同
右
三
二
五
l
六
頁

｛

M
M
）
中
国
大
学
締
虹
社
『
締
虹
』
第
一
期

｛

U
）
同
右

（
必
）
同
右

（
必
｝
拙
稿
「
五
四
時
期
の
周
作
人
の
文
学
観
」
（
『
中
国
学
会
報
第
四
二
集
』
）
を
参
照
さ
れ
た

（
灯
）
中
国
大
学
締
虹
社
『
締
虹
』
第
一
期

（
川
崎
）
拙
稿
「
周
作
人
と
H
・
エ
リ
ス
』
（
『
早
大
文
研
紀
要
別
冊
第
一
五
集
』
｝
を
参
照
さ
札
た

い
。
な
お
、
こ
の
中
で
「
新
文
学
的
二
大
潮
流
＼
『
中
国
新
文
学
的
源
流
』
に
見
ら
れ
る

循
環
史
拾
が
H
・
エ
リ
ス
の
影
響
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

（
品
切
｝
『
新
背
年
』
（
第
四
巻
五
号
）
。
文
中
で
訓
読
し
た
一
節
の
原
文
は
『
知
其
不
可
為
而
為
之
」

で
、
傍
線
部
が
『
論
語
』
の
雁
買
に
は
無
い
が
、
同
義
と
考
え
ら
れ
る
。

通
告
h

周
作
人
と
明
末
文
学

九
九


